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1. 研究背景と目的 

森林域から流出する溶存有機炭素（Dissolved Organic 

Carbon：DOC）は，河川や湖沼の生態系のエネルギー供

給源として重要な役割を果たしているとともに，水域に

おける有機汚濁指標として地域の水質管理上，有効な指

標となっている。2014 年に火山噴火のあった御嶽山の

下流には，愛知県や岐阜県の水源となっている牧尾ダム

があることから，牧尾ダムに流れ込む王滝川の有機汚濁

の程度を把握する意義は大きい。 

そこで，本研究では，御嶽山麓に位置する王滝川の支

川を対象に，DOC 流出負荷量を計算し，王滝川本川へ

の流出量を定量評価することを目的とする。 

 

2. 調査概要 

 調査は 2018 年から 2020 年において，王滝川支川の下

黒沢，濁川，うぐい川を対象に流量観測と採水を行った。 

そして, 採水した試料は，実験室に持ち帰り，TOC 計

（Analytic jena N/C 3100）により，DOC 濃度を分析した。 

流量計算は，3 段タンクモデルを用いて行い，キャリブ

レーション期間は 2018 年と 2019 年とし，手動でパラメ

ータ調整を行った。入力値は降水量，蒸発散量で，出力値

は日流量である。降水量として，濁川，下黒沢は気象庁の

御嶽山，うぐい川は水資源機構の観測データを用いた。

そして，春季の融雪を考慮するため，改良型ディグリー・

デー法（河島ら, 2008）を用いて融雪量を計算し，降水量

に足し合わせた。融雪量の計算に必要な気温については，

御嶽山の東北東 5kmに位置する開田高原の気温データよ

り，濁川，下黒沢の標高を 2030m として，気温逓減率－

0.65℃/m を考慮し算出した。また，蒸発散量は農業研究

機構のモデル統合型作物気象データベースより気温と同

様に，開田高原のデータを用いた。また，下黒沢のみ計算

流量から堰堤からの日平均使用水量の 0.27 m3 s-1 を差し

引き誤差評価を行った。 

DOC 流出負荷量の推定は，調査期間中の実測流量と

DOC 濃度から L-Q式を作成した。今回，通年に渡り，実

測流量を観測できていないため，得られた L-Q式にタン

クモデルで計算した計算流量を入力することで，DOC 流

出負荷量を算出した。 

3. 結果と考察 

タンクモデルを用いて流量計算を行った結果，濁川，

下黒沢，うぐい川において NS がそれぞれ，0.46, 0.30, 0.43

と低い値を示した。ただ，Pbias は，それぞれ−3.56%, 22.5%, 

9.40%となり，流量の総量としては良好な推定精度であっ

た。そのため，タンクモデルで計算した流量を DOC 流出

負荷量の推定に用いた。 

図 1 に王滝川支川における DOC 流出負荷量の経年変

化を示す。降水量は 2018 年が最も多く濁川・下黒沢では

5301mm, うぐい川では 3318mm であった。そして，DOC

流出負荷量を比較すると，どの年も下黒沢，濁川，うぐい

川の順であり，降水量が最大であった 2018 年にどの地点

においても最大値を示した。また，下黒沢が 3 支川の中

で最大となった理由として，平均DOC 濃度が，濁川，下

黒沢，うぐい川でそれぞれ，0.47mg L-1，0.84mg L-1，0.43mg 

L-1 と，下黒沢の DOC 濃度が濁川，うぐい川と比べてそ

れぞれ 1.79倍，1.95倍高いためであると考えられた。 

 

図 1 王滝川支川における DOC 流出負荷量の経年変化 
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